
(
編
集
後
記
)
論
文
十
二
編
、
翻
訳
・
訳
注
六
編
の
研
究
成
果
が
寄
せ
ら
れ
、
平
成

二
十
一
年
刊
行
『
人
間
文
化
』
第
二
十
四
競
も
、
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。
創
刊
号

か
ら
の
目
次
タ
イ
ト
ル
を
総
覧
す
る
と
、
約
四
半
世
紀
に
わ
た
る
数
々
の
学
術
研
究
の

重
み
を
実
感
す
る
と
共
に
、
「
人
間
文
化
」
と
総
括
さ
れ
る
紀
要
名
の
も
と
に
、
い
か

に
多
様
な
研
究
領
域
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
、
視
点
、
方
法
に
よ
る
考
察
が
提
示
さ
れ

て
き
た
か
が
見
て
取
れ
る
。
個
々
の
執
筆
者
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
内
外
の
研
究
者
、

読
者
が
毎
年
、
本
誌
の
刊
行
を
待
ち
望
ん
で
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
需
要
層
の

厚
さ
が
推
し
量
ら
れ
る
。
一
方
、
本
誌
は
、
人
間
文
化
研
究
所
の
活
動
と
連
動
し
つ

つ
、
変
革
や
創
意
を
加
え
な
が
ら
深
化
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

共
通
テ

1
マ
に
基
づ
く
諸
論
孜
の
掲
載
も
そ
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
一
つ
の
テ

1
マ

の
も
と
に
持
続
さ
れ
た
研
究
成
果
を
、
継
続
的
に
公
開
し
て
ゆ
く

〈場
〉
と
し
て
の
位

置
付
け
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
る
。
多
様
性
と
継
続
性
は
、
特
定
の
研
究
会
誌
や
学

会
誌
と
の
差
異
を
明
確
に
す
る
本
誌
の
大
き
な
利
点
で
あ
ろ
う
。
最
初
の
共
通
テ
l
マ

「
異
文
化
接
触
の
諸
相
」
を
掲
げ
た
十
八
競
の
編
集
後
記
で
、
現
所
長
の
林
淳
教
授
が

「
人
間
文
化
研
究
所
は
、
改
革
の
最
中
」
に
あ
り
、
「
多
数
の
「
個
人
研
究
」
を
相
互
に

交
差
さ
せ
て
、
所
員
の
聞
の
知
的
交
流
を
活
性
化
」
す
る

こ
と
と
、
「
個
々
の
所
員
に

よ
る
た
ゆ
ま
ぬ
地
道
な
研
鐙
と
そ
の
持
続
力
」
の
重
要
性
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ

れ
は
今
後
、
『
人
間
文
化
』
の
競
を
重
ね
て
ゆ
く
上
で
も
、
不
変
の
事
項
と
し
て
肝
に

銘
じ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
機
関
が
所
員
相
互
の
学
問
的
交
流
の
場
に
な
る
と
共

に
、
愛
知
学
院
大
学
の
人
文
系
の
質
の
高
い
学
問
・
研
究
を
外
に
向
け
て
発
信
し
て
ゆ

く
、
そ
の
確
固
た
る
拠
点
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
(
川
名
淳
子
記
)
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